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機関紙 :第 12号 発行 :平成15年 1月 6日 奈良・人と自然の会 担当:有本倍美、勝田均、

会長 川井  秀夫
新年明 けま して御 目出度 うございます。

今年は十千で言う、『発未」(みずのとひつじ〉の年に当たります。発は水の意を表 してを

り、羊の穏やかさと、潤いのある年でありたいと思います。

しかしながら、R乍今のデフレ不況、世界同時株安、不良債権処理に絡む金融の悪循環、更

には社会の陰惨な犯罪、テロ・核に関わる悪の枢軸国の所業 等々 出日のない暗渠に身を

潜めている様な、やりきれなさを感 じます。

本年四月から、シエア自然大学もNPO法 人として協会から分離独立して、船出する事

になりました。四囲の状況は、必ずしも楽観できない情勢ではありますが、新 し
い事をや

るには常にリスクはつきもの、勇気ある出発に拍手を送 りたいと思います。    さて

我が「奈良・人と自然の会」の動静を見てみますと、発足以来二年有余が経過 しましたが

ゆっくりとした足取 りではありますが、会員数の増加、定例行事の定着、また外部からの

受託行事も実行に移せる状態となり、一歩一歩前進 しつつある様に思います。

しかしなから、問題点も幾つかあります。組織の活性化、財政の脆弱さ、外部機関との連

帯、会員との意志疎通等々 自省しながらも検討課題が山積 しております。

また、船出したものの、これから何処へ向かうのか、羅針盤の操作を誤らない様、幹事諸

氏と しっかり見定め、再確認する事も最大事ではないかと考えております。

今年の二月には、京都・滋賀・大阪の三都市を結び、世界水フォーラムが開催されま

す。人口・食糧問題に関連 して世界的な水不足が問われ、気候変動・環境破壊による地

域格差も論点の一つに挙げられております。日本は、水資源には恵まれて
いる様ですが

国民一人当たりの供給量は自慢出来るものではなく、水質の悪化も指摘されており
ま九

我々も、インフラ・生活に関わる環境問題についても、視点を広げ社会
への伝達者

としての啓蒙活動を考えてみたいと思っております。

会員の皆さんがこれからの余生において、いかに楽 しく、意義ある時間を共有できる

のか、それぞれの価値観の中で、率直なご意見、ご提案を頂ければと存 しております。

世の変遷はともかく、悠久不変の大自然の中で、ボラ団体として我々が出来得る社会

への役割の一端を、確かなものとして、活動 してまいりたいと思います。ご協力下さい。
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拳象・ Aピ 白ムの会

今年もWl・ TH YOUで す。貴方と一緒に 元気に和やかに頑張 りましょう。

2002年 12月 6日 (金)18:00～ 20100
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2、 場所  奈良県文化会館 2階 F室
3、 席者 り井、樋日、寺田、弓場、小山、豊島、野間、大寺 (欠席 有本、勝田、谷 日)
4、 司会、 川井    書記、大寺

報告事項
①会員動向
会計残高

②月例行事

③その他

承認事項
0 新春講演会 内容決定 (別途案内状発送)

1名  退会、 1名  新入会  会員数  69名
¥160, 672
11月 10日 (日 )「飛鳥源流を訪ねる」参加者 9名   (有 本、豊島)
1´ 1月 17日 (日 )「 口Iの辺の道 IIl」  参カロ者  27名  (弓場 )
紀行文 寄稿有 リ  マップ 小山作成済
東海自然歩道植生マップは機関紙発送と一緒に発送する

日日寺

場所

i青自市

演題

会費

平成 15年 1月 18日 (上)10:00～ ]2:00
奈良県文化会館  1階 第 2会議室
河合正人氏 (あやめ池自然博物館学芸員 )
「昆虫と植物の結びつき」

無料

討議 事項

① 西大和中学ボランティア体験学習受け入れについて (二案を学校側の選択に任せる)
1案 i金岡1小吹台 竹の間伐
2案 1畝傍西麓 竹の間伐    4 Aヽ"OLを ｀
②来春の行事確認  日程は早い日に決定し、一覧表作成の上配布する (企画)
1月 12日 (目 )東海自然歩道「直Jの辺の道ず鱗こ輸―天理

集合近鉄桜井駅9100(担 当大寺)
1月 18日 (■1)新春講演会  奈良文化会館 10100～ 12iOO

｀
嗚 」三輪―長谷寺2月 11日 (火 )東海自然歩道 略F男
集合近鉄桜井駅9i00 (担 当豊島)

2月 27日 (木)奈良公園「野鳥と冬芽」 (担当長野)

夕
、
こ遷 選 菫 ≧ ,墜逃 鍛 菱 L長

谷寺一鳥見

当担当ttl森轟義 ろ小
・ 4′月 (日 時未定)東海自然歩道第 8回  ,弓見山一室生口大野  (担当川井)
その他 行事企画i書の必要性については次回討議事項とする
0 1月 定例幹事会は 1月 10日 (金)18:00 畝傍社会福4Lセ ンター

ムササビが飛んだ                     小田 進人郎
当日は、朝からあいにくの小雨。昼間の第 1部 |ま、樋コさんのご案内で、植物を中心とした奈良公園7~l冬

支度を観察。奈良の歴史についても解説してしヽただく。何度か歩いた奈良公園なのに、何も知らなかつた
ことを悟る。
しばし休憩の後、第 2部ムササビ観察会開始。夕闇が迫り、せつないような鹿の恋鳴きも収まる。しかし、
肝心のムササビが何処から現れるのか、見当もつかない。樋口さんのご指導で観察場所を絞る。薄暗い松
林のこFに、ムササビのものらしい、松ばっくりの食痕を複数発見。敵は近い 。。と、張り込み中の刑事の

気分であるが、ほんとに会えるのかどうかは不安。ポンチョ姿のNさ んがムササビに見える。気温が次第
に下がつてきて、熱爛の誘惑に負けた 3人が脱落。それから・・約 20分経過。高い松の本の地上5mほ
どの所に、気になる動きを発見した。ライトで照らすと、白い腹と長い尾を見せながら、 リスのような動
物がすばやく駆け上がる。ムササビだ。途中の枝で、動きが上まる。ライ トに照らされた日が怪しく光る

だけで、動かない。突然、「飛ん′だ |」 と言う歓声。双眼鏡を覗いていた私は、飛んでくる場面を見̀逃ヒンて

しまったが、別のムササビが、観察中の本に、文字通り飛び入り参
jlliし たのだ。後からきたムササビが登

り始めると、今まで郵に うとしなかつたムササビが、違い立てられるように樹上に駆け上がり、その勢い
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往 く 年 ‐ 来 る 年

奈 良 市・ 樋 口 善 雄

早、師走 も下旬に入ろうとしている。気分的には苛立つのだが、そのわりに手が動かない。外気が冷たい

故だろうかc

ところで この一年振り返ったら、喜んでやった仕事や、参加した後で悔やんだ仕事、年内に済まさねば

ならぬこと等、いろんなことが一度に思い出されてくる。そんな こんなの思いの中で、私個人の活動を、

まとめてみた。

又、来年は結果は別として、小さな夢を送、くらませたい。

ご′ _′  往  く  年  .′  =′
1 顔を残 した。

「まさか ?1と 思われることが本当に起こった。今年の4月 にNHKの テレビに、私の顔が出たので
ある。最初の印象は、何時も見ているオッサンの顔 → アノ顔は僕の顔 → 何としまらぬ顔 → と思っ

ているうちに次きのシーンに移っていた。去年の秋にも紹介されたことがあった。その際には「局
て編集するので、多分カットされる」と、キャスターの弁で安心し切っていたが「ィンタビューされ

ている場面の顔が」くっきりと出たのである。飛鳥国立公園 。里山クラブ活動の一端であった。

画面では、「里山を守れ」と掲題がしてあった。思わぬ処から反応がでた。大阪自然環境保全協会、里山

管理指導者養成講座の担当理事から、激励の文を頂戴するに及んだのである。又、大阪在住の友人達
)ら |ま ヒャかされた。 名は残 らなかったが、顔がNHKの フイルムに残った.

2.こ跡を残 した「
t生界文化遺産の奈良公園、春日山原生林巨樹調査が今春行われた。もちろん一般的には立入禁止区域
てあり、入由には その筋の許可を要する場所である。その機に故あって調査員としては活動できな

か
、
っ た 1)

時はながれて その調査結果は新聞でも報じられた。幹周3m以上の巨木を有する都市の内、この調
査結果では、奈良市は全国一の巨木所有都市となったのである。

今秋 9月 から再調査が行われた。併せて樹種の違いはあるが古本の調査を兼ねた。この調査に要員と
して参加出来るように、甲斐野さんからの誘いに応じて調査に加わることが出来た。調査は安易では
なかったが、原生林の中を巨木。古木を探して歩くのは、探し当てたときの喜びを思うと楽しいもの

であるぃ

私が所属した班では既に仁王杉(幹周 10m)と ネジ杉 (幹周8m)が調べられており、前回調査の
大樹(幹周 14.2m)の スダジィゃ、(幹周 13m)の 大杉にも、香山堂跡に訪ねる機会に恵まれた。
又、春日山中に自分の足跡が残せたことを、内心誇りに思っている。

争 中空高くそびえ立つ、これらの大樹の今後の健やかさを折っている 0
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